
【2日目】車椅
子で町内を散策
し、森の駐車場や
総合体育館屋外
の障害者用トイレ
の使用体験をしま
した。

Facebook Instagram

みんなが楽しく健やかに、愛されるまちづくりを！

【6/14】土に入れた野菜くずの
変化を観察しました。２日で大き
く変化したのを見て、気づきがい
ろいろとあったようです。

この度、まちづくり委員会の会長になりました工藤陽輔と申します。
私は静岡県で生まれ育ち、10年近く会社員をした後に、御縁があり小布施町で農業をするため2014
年に移住しました。その年の夏から「環境を考える部会」に入り、現在に至るまでお世話になっていま
す。これまである程度大きな市町村に住んでおり、住民の声が行政に届きにくい環境でした。
小布施に移住して、行政との距離の近さや町民のまちづくりへの意識の高さに驚いたのを覚えています。
委員会は発足してから17年目に入り、これまでも多くの人に携わってもらいながら、いろいろなイベントや
町への提言を行ってきました。8月に実施した『交流の宴』等、町民のみなさんが横の繋がりをもっと持
てるような企画を練っています。活動する上で、一番は委員みんなが楽しく活動することを心掛けていま
す。私達と楽しく一緒に活動する仲間も随時募集しています。
今後とも小布施まちづくり委員会をよろしくお願いします。

『すごろくあそび』をしながら防災
知識を身につけるシート作りを昨
年6月から開始しました。
いざという時、川の増水情報や
避難食準備、ご近助・公助支
援、避難経路、避難所作り、
復興 準備など60マスをめぐるゲー
ムが秋に完成する予定です。

月2回、町内小中学
校下校時に合わせて
抑止巡回パトロールを

行っています。

【6/12】小学4年生向けの菌ちゃん土
作りと小布施丸なす栽培は、学校行事
としてしっかり根付いた活動となりました。
子どもたちが持ち寄った野菜くずに微生物
たっぷりの「ぼかし」を混ぜます。
 初めて触る「ぼかし」に子どもたちは大
騒ぎ！なすが収穫できるまで一体どんな事
が起こるのでしょうか？

【7/10】いよいよ小布施丸なす
の定植です。たくさん入れた野菜
くずは、すっかり姿を消しました。
秋の収穫に向けて頑張ろう！

 吉田敦子さんに小布施町へ
再びお越しいただきます。

出産は子どもの時からの身体づくりが大きく影響していることを町民の
多くの皆さんに伝えるため、昨年に吉田さんの講演会を実施しました。
今回は赤ちゃんのべびぃケアーを中心にお話しいただく予定です。吉田さ
んは妊産婦と赤ちゃんの身体的な観察をもとにしたケアを推進し、全国
の助産師や産科等の母子保健に携わる皆さんに対して講義されている
方です。子育て中や妊婦の方のご参加をお待ちしています。
※参加にはエンゼンルランドセンターに申し込みが必要です。

 11/5(火)に第12回おぶせ未来共育会
議を開催します。
エンゼルランドセンターと共催で、NPO法
人フィジカルサポート研究会代表理事の吉
田敦子さんに、昨年から引き続き今年も
お越しいただきます。

小布施中学校の皆さんから「福祉トイレ
について学びたい！」と依頼を受け、5
月に2日間活動しました。
【1日目】福祉について理解を深めた
り、高齢者や障がい者の疑似体験をしな
がら車椅子の操作を体験してもらいまし
た。

2日間を通して、
生徒たちからは
「福祉トイレの必
要性が理解でき、
見方が変わった」
といった感想があり
ました。

福祉部会では福祉マップの整備に合わせ、福祉設備や環境の充実につ
いても関係機関に提言していければと活動を続けていきます。

安全部会 環境部会

共育部会 福祉部会

一緒にまちづくりについて考え、行動しませんか？会員募集中！
こちらからコメントあるいはDMにてご連絡ください。日々の活動もアップしています♪
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「交流の宴」開催しました
「交流の宴」開催しました

コロナ禍前に行われていた「ビア・アーベント」
の流れを受け継ぎつつ、コロナ禍で減ってしまっ
た対面での交流の時間を楽しみ「つながること
のよさを改めて感じる場をつくりたい」という願
いの下に、このイベントを企画しました。

＠幟の広場＠幟の広場
8⽉24⽇㊏8⽉24⽇㊏

当日は天候が心配でしたが、願いが通じたのか
雨が降らないうちに開催でき、94名という想定
以上の参加者数になりました。
町内のワイナリー・酒蔵のワイン・日本酒や飲
食店のおつまみ、信州のビールを味わいながら、
世代や自治会を超えた交流を楽しんでもらえた
ようで嬉しい限りです。

企画段階から参加したい人は、ぜひご連絡く
ださい！

「まちづくり委員会に参加したい！」「初めま
しての人とも話せた」という声を直接聞くことが
できて、開催してよかったと感じています。
今回の反省を踏まえて、より充実したイベントを
開催できればと思います。

【特集】交流部会開催報告�

こちらからコメントあるいは
DMにてご連絡ください。

Facebook Instagram


